
                        令 和 ３ 年 １月２９日（金） 
                        神埼市立仁比山小学校 第 38号 

                                  （文責） 校長 田﨑 幸子 

学校目標 ふるさとを愛し、共に学び、心豊かにたくましく生きる「仁比山っ子」の育成 

にこにこ笑顔であいさつ いっしょうけんめい無言で掃除をする やさしさいっぱいなかよくする子 

まじめにこつこつ勉強する子 ○っ  こころと体をきたえ 進んで運動する子 

 

１月２０日（水）、学校支援「おむすび」の方々に来ていただき、『昔遊び』を教えていただ

きました。（１年生「生活科」）当日は、新型コロナウィルス感染症予防のためにマスク着

用、フェイスシールド着用、手指消毒、フィジカルディスタンス、など対策をして、１

時間半いろいろな遊びを教えていただきました。子どもたちは終わりの時間を忘れるほ

ど、思い切り楽しみながら学習しました。教えていただいた「おむすび」の方々も「あ

っという間だった。」「こちらが元気をもらえた。」「子どもたちはさっと覚えてすご

い。」などおっしゃっていました。外国の方々との交流でも、「昔遊び」が取り入れら

れています。また、「昔遊び」は、日本の文化として受け継がれ、紹介されます。子どもたちの遊びも時代の流れとと

もに変化していますが、身近な（手作り）もので、人と関わりながら遊ぶ「昔遊び」も大事にしてほしいと思います。 

 

 

１月２６日（火）、児童朝会を行いました。 

この日は、集会委員会と給食委員会が活動の様子やクイズ、給食

週間についてなどを伝えました。今までは体育館に全校児童が集

まり児童集会をしていましたが、この日初めて「リモート」で行い

ました。今回の「リモート」集会は、北校舎の和室に発表者が集ま

りタブレットの前で発表し、その画像が、全教室に映し出された画

像を全児童が見るという方法です。新型コロナ感染防止のために、３学期の始業式は「放送」

で行いました。発表者の顔を見ることができないか、検討し、

担当や企業の力を借り、「リモート」集会に挑戦しました。「リ

モート」集会は、聞き手も発表者の顔を見ることができ、集中

して聞くことができていました。委員会の紹介後、「神埼市青

少年主張大会」で発表する、６年田中清椰さんの発表も見ることができました。 

（田中清椰さんの発表については、次回紹介いたします。） 

  

例年、２月の人権教室では地域の方々や見守り隊の方々などを

お招きし、「感謝を伝える会」を開催していました。しかし、

佐賀県内でも新型コロナ感染が拡大し、断念せざるをえません。感謝の気持ちを別の方法で伝えられないかと、全校

児童で考えているところです。ご理解・ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 

                                    



 

かせきおいてけ

で 守ろう大切ないのち

じぶんをまもる!

たいせつな人をまもる！

みんなをまもる！


